













はじめまして、工藤イサムです。

40代の、一家のオヤジであり、働き盛りの外勤リーマンです。





　

2012年末現在、某建設系業種の企業に飼われながら毎日平均15時間ほど

仕事をしており、月間就業時間平均350時間、

休みは月3日程度で連休は盆と正月の3連休のみ、という

平成時代代表のどこにでもいるおっさん社畜人をしています(笑)



これから私が、どうやって社畜という人生を送り、

働いても働いてもお金が貯まらない、しかし働き続けるしかない生き方

にはまって、それでも生きているかをご紹介いたします。





できれば、本書は若い人に人生の反面教師として読んで欲しいと思いますが、

同世代の苦しんでいながらも働き続けるしかない似た人生を送っている人にも

是非読んでいただき、

「日本の労働者」がいまどれだけ過酷な人生を歩んでいるのかを知っていただき

たいと思い、筆を執りました。　

本書はさわりでしかないですが、今後の人生を考えるための参考になれば幸いです。



























　　　日本で発表される失業率は、どんなものをどう計算してその割合を算出しているのでしょうか。

　　　ザッとではありますが、「求職しているにも関わらず就労できてない人の割合」という名目で

　　　算出されてはいますが、

　　　この中にはニートや、真剣に職探しをしていない人、疾病や怪我で働けない療養中の人、

　　　あまりに内定がもらえずに就職をなかば諦めている人、生きていくために仕方なくつなぎで

　　　アルバイトをしながら就職を探している人＝少しでも収入がある人は含まれていません。

　　　

　　　私達は、ニートは失業しているじゃないか、事情があって働けない人も失業じゃないか、と

　　　常識的には思うはずです。　でも、そうじゃないのです。

　　　この統計は、任意の4万世帯に「いま働きたくて仕事がないか」と「今週少しでも働いたか」

　　　をアンケートにかけて集計しているというだけなのです。

　　　ようは、「労働力人口」に対して、求職しているにも関わらず内定していない人の割合を

　　　単純に計算しているだけです。

　　　実際は、ここが肝心な数値なのですが、非労働力人口＝子供とお年寄り＋働けない、働か

　　　ない人の数が、日本全国の人口に対して約51%ということ。

　　　そして労働力人口＝残りの49%の働いている人の中から、「少しでも収入がある人」は失業

　　　していない、と判断されているわけです。

　　　そしてその49%の人口の中から、働きたくて求職していても職がない人＝これが4%の失業率

　　　というカラクリなのです。

　　　

　　　この統計内容から、次のことが言えます。

　　　「日本人総人口約1億2千万人のうち、働かない・働けない人が約6120万人、逆に働ける

　　　(バイトや超低賃金の非正規社員も含んで)人は5880万人、この5880万人のうち仕事を探して

　　　いるのに雇われない人が全国で240万人である」という意味なのです。バイトは除きますよ。

　　　つまり、きっと皆さんが思っている日本全人口から見た失業率(ニートや療養中者)を表すと、






















　　　いま日本総人口の約3.5割がお年寄りで、1割が子供くらいなので(あくまでも推定計算です)

　　

　　　　・労働力人口＝5880万人のうちニートやフリーターが約10%として588万人、

　　　　・精神や身体疾患で働けない人が15%として882万人、

　　　　・さらに本当に求職中でありつつ失業している人が4%で240万人(さきほどの計算で)



　　　このあたりが実社会で考える「現実的な失業率」でしょう。　ではその計算をすると…

　　　単位は万人です：(588+882+240)/5880=29%　という恐るべき数字になります(笑)

　　　参考までに、非労働人口＝6120万人でしたから、これに働けない人口を加えると

　　　非労働力人口6120+588+882+240＝7830万人が日本中で働いていない人、という計算です。

　　　この割合、じつに65.2%です。

　　　これで、いま日本で6割以上の人が働いていないことになりますよね。

　　　こういう事を「知る機会」って、学校や会社ではまずないですからね。意外にﾋﾞｯｸﾘでしょう？

　

　　　ちなみに…正社員になりたくてもワーキングプア状態(年収200万円未満の自活ギリギリ世帯)

　　　の人は労働力人口に含まれていますので、、、

　　　働いても働いても最低限の自立生活ができるだけで、働いたお金が貯蓄にほぼ回らない人の

　　　割合は労働者人口の約2割以上(ということは約1200万人くらい)といわれていますから、

　　　

　　　たいへんショッキングかも知れませんが、以上の事実をまとめますと…



　　　日本総人口1億2千万人のうち、

　　　働いてない人7830万人+ワーキングプア人口1200万人=「9030万人」(75%)が貯蓄が増えない

　　　状態である、ということが推測できますね？　　
























　　　そういう　「いまの現実の日本」　という背景を考えると、これまで生きてきた自分自身の生活

　　　環境を見る目が少しは変わるのではないか、と思います。

　　　

　　　ニュースでは「アメリカは8%、イタリアは10%、日本の失業率は4%です」などと平気で発表

　　　されたりしてますが、こうやって冷静に計算してみたら日本の実生活的な失業率は29%くらい

　　　だという事を知ると、「マスコミなんて嘘つきじゃね？」…なんて目線で考える事もできるように

　　　なるわけですからね。　…まあギリシャなんかよりははるかにマシっちゃマシですが。。。。



　　　さて、

　　　こういうマスコミによる一方的に国民を誘導するような報道の方法を、｢情報統制｣と呼びます。

　　　情報統制とは、「統治者が国内に多様な思想を拡散するのを防止するため、発表する情報を

　　　コントロールすること」　をいいます。

　　　かつて、いまから70年昔に第二次世界大戦(太平洋戦争)が起きましたが、その時も内閣が

　　　国民を戦争へ総動員するためにシビリアン・コントロール体制を敷きました。

　　　当時の同胞、ナチス・ドイツも同じです。プロパガンダによって 「国民に思い込ませる」という

　　　統治を徹底したのです。

　　　現代は、日本ももう戦争はしないと誓いましたから、あんな惨劇はもう起こらないとは思いますが

　　　ただ、そんな現代日本で、なぜ今情報統制なんてする必要があるのでしょうか？

　　　現実にはものすごい失業(働く事が叶わない人も含めて)数なのに、なんか多少安心できるよう

　　　な曖昧な失業率にあえて納めてる？みたいな。

　　

　　　それは、国内パニックによる政治不満から国民を遠ざけるためのものです。

　　　国民を表面上安心させておくための統制をしたいからです。

　

　　　他にも、いま日本の国債(国の借金)総額は2012年現在で約954兆円ですが、この国債をﾏｽｺﾐ






















　　　は「国民一人当たり赤ちゃんからお年寄りまで公平に、一人あたり約800万円の借金」と

　　　いう、とてつもない破壊的なイメージをいつも皆に植えつけてくれています。

　　　なぜ、こんなﾈｶﾞﾃｨﾌﾞｲﾒｰｼﾞをわざわざ植えつけるような情報をﾆｭｰｽで流すのでしょうか。

　　　

　　　これは、経済評論家の三橋貴明氏も強く論じていますが、ずばり「増税をするのに国民

　　　を納得させるため」という説が正しいと私は思います。これも情報統制のひとつです。

　　　その国債は2013年には、発行総額でついに1000兆円を突破するのは間違いなさそう

　　　ですが、単純に「国債＝国の借金＝みんなの借金」で日本中の福祉や公共にお金を

　　　国が使ってますよ、だから皆さんはもっと税金を払ってこの借金を減らす努力をしなけれ

　　　ば、国の借金はもっともっと増えていきますよ。

　　　

　　　…というような事を説得したいわけです。　これで国民の消費税増税アンケートに、

　　　「これだけの借金をわが国は抱えているんだから、今でも苦しいけどもっと努力して国の

　　　ために税金を払う協力をしなければ」という回答を期待するわけです。

　　　

　　　朝から晩まで休みもロクになく働き、保険もロクにかからず、常に解雇されるﾘｽｸを負って

　　　それでも年収200万円も稼げないワーキングプアが労働者の2割＝1200万人もこの世に

　　　いて、生活にますます苦しんでいるのに、です。

　　　情報統制によって国債＝国民の借金というイメージは、確かに国内にかなり浸透している

　　　ようですね。

　　　私の身の回りでも、「国債発行総額ついに１０００兆円」などのニュースを見ると、ほとんど

　　　の人たちが「ああーまた借金が増えているのか」と嘆く反応がかなり多いですから。

　　　私は三橋貴明氏の経済学を知り、国債は国民の貯蓄だという事を勉強しているので、

　　　実はそのほとんどが国内国民貯蓄だという事も知りました。






















　　　つまり、マスメディアの発表と真相とは「真逆」なのです。

　　　国民の銀行貯蓄(銀行に余って流通していないおカネ)がそれだけあるから、国債もそれだけ

　　　バンバン発行できてる、ってなわけなんです。

　　　このあたりのお話は、三橋貴明氏の著書で経済学を学んでみるとよくわかりますよ。

　　　

　　　この話を説明しますと、高齢化社会になって、退職金をもらって、投資などもして増えたお金

　　　を使わずに、銀行やタンス預金などで大量に握り締めているお年寄りや一部のお金持ちさん

　　　達が増えに増えてきて、日本中でお金が消化不良状態となって社会に還元されなくなって

　　　いるという意味です。



　　　つまり、今までの長い長い平成不況で、設備投資や事業拡大をしないようになっている。

　　　つまり、「日本で富を得た一部の資産家達や高齢者が得たお金を使わずに細々と暮らして

　　　いるか、海外などに投資してまた個人の富を増やしている」ということなのです。

　　　お金持ちがお金をずっと使わないで貯めるので、銀行の預金だけが増えていき、結果的に

　　　経済が動かないから国に税収も増えない、税収が増えないということは貯蓄から税金を取る

　　　ことができないので、　「貧乏な労働者からしか取る方法がない」　という事なのです。



　　　お金持ちたちは、税金をムダに取られないように生きる知恵を知っていますし、また税金を

　　　それほど(生活のレベルを限界以下まで落とさなくても)払わなくて済むようなルールのもとで

　　　生活ができるし、またお金持ちは節税できる手段を選べるように作られているのです。



　　　少々、最初から難しい話が並びましたかね？(笑)



　　　ようは、「ニュースや周りの皆に流されながら、皆と一緒の常識感を持って生きていく事が

　　　この世で最も資産を減らすための生き方となる」　ということなのですね。






















　　　私がいま、率直に考えている事を言います。

　　　私から見たら、家族を持たずクルマも家も持たず、生活維持費が携帯やネット手段以外に

　　　ほとんど掛からないような暮らしをしている立場の人が本当に羨ましいんです。

　　　

　　　何故かと言いますと、「収入が少なくてもそれに応じて維持費もかからない生き方」だから

　　　なのです。

　　　だけど、その本人に言わせれば「お金がなくて何もできないからしないだけで、案外つまら

　　　ない人生だよ」と言いたいかも知れません。

　　　私は、一生懸命に働いて生きてきた世代なので、「時間があり余るほどにある」という状態

　　　に非常に高い価値を見出しているのです。なぜなら、「働くｵﾝﾘｰ」という収入は、時間を売る

　　　事によって得られる報酬だからです。　毎月の維持費によって、最低限稼がなければ生きて

　　　いけなくなるﾎﾞｰﾀﾞｰﾗｲﾝを、常に、毎月、毎年意識し続けなければ、自分自身が自分で居れ

　　　なくなるからなのです。

　　　

　　　いまサラリーマンで、最もきつい立場に立たされている年代が私の世代、40~50代のバブル

　　　経済、黄金就職世代だと思います。

　　　私達はとにかく若い頃から働かされて生きてきました。

　　　働く事の中にこそ未来の希望があったのです。　日本中のほとんどの人がそう思っていました。

　　　実際、日本中が投資バブル景気に沸いていた時代。　景気が良い時は、金利も高いのです。

　　　ですがバブル世代は、金利がどんどん高くなっても給料も右肩上がりでどんどん昇給して

　　　いくから、とても潤った経済循環だと希望的に植えつけられてしまった世代でもあります。

　　　

　　　そして今、毎月支払うべき高い維持費を抱えながら生活しているのも我々のような中年世代が

　　　ほとんどである、という逃れられない現実があります。






















　　　いまの社会で、管理職としての中核を担っているのは、ほとんどが40代から50代初旬の

　　　我々バブル世代だと思いますが、やはりほとんどの我々世代は中途半端にブランド志向

　　　だったり、バブル期の夢をもう一度と捨てきれずに生きている人がかなり多いのではないで

　　　しょうか？

　　　中堅や上場企業の管理職40～50代ともなれば、おそらく年収1000～1500万円ほどは給与

　　　収入が保証されているのではないかと思います(私は全然違いますよｗ)。

　　　

　　　昨年、都心部のとあるﾌｨﾅﾝｼｬﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰが、この世代への生活経済ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄをしていると

　　　ほとんどの1000万円上中流ﾌﾟﾚｲﾔｰの中堅ｻﾗﾘｰﾏﾝやﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝに「共通した」価値観があり、

　　　にわかに信じられませんが年収1200万円の家庭なのに貯金がほぼなく、奥さんは借金を

　　　しているという家庭まで多く見られた、というような記事を読みました。

　　　それって、1000万円以上もの年収があるのに、どうしてそんな事になるのかわかりますか？



　　　その答えは簡単です。

　　　「自分の経験した中で最高に輝いた時期にしがみつき、その時のﾌﾟﾗｲﾄﾞを捨てたくない」と

　　　いう、自分自身のｽﾃｰﾀｽをずっと守りたい気持ちを強く持ったままだからなのです。

　　　そんな方に限って、部下や新入社員へ必ずこんな事を言います。

　　　「今の若いやつは根性がない、猛烈に働く意欲すらもない、最初から守りに入っている」と。

　　　そして、自分の持っているクルマやブランド品等をひけらかし、「お前もこのくらいは目指せ」

　　　などと若い世代を指導した「つもり」になっている。

　　　そして時間にいとまもなく、ひたすらと会社のためだけに今でもずっと働き続けている。

　　　どうでしょうか。なんかあまりにも身近な話ではないですか？(笑)

　　　

　　　私から思えば、その方こそが今の日本で最も破綻するリスクを大きく抱えています。






















　　　何故かというと、現在の生活支出水準を収入に応じて調整できない、維持費を維持する

　　　ための基準を落とせない生き方が染み付いてしまっているからなんです。

　　　数年前に、音楽プロデューサーの小室哲哉氏が、詐欺をはたらいて有罪になった事件が

　　　あったのは有名な話ですが、

　　　彼はその才能を十分に発揮する場を得て、バブル経済崩壊期に個人としては莫大な印税

　　　収入を得て、その桁外れた才能をもって一躍財を築くことができました。

　　　しかし、栄枯盛衰の激しい音楽業界で、その後それだけのブランディングを確立しておき

　　　ながら、なぜ人を騙してまで財を奪うといった犯罪まで起こすようになってしまったのか？

　　　

　　　その原因は、1000万プレイヤー管理職と心理的に同じような経済観を持っているからです。

　　　確かに、並外れた才能や優れた知恵を持つ人で、その才覚を発揮する場が与えられ、見事

　　　に活躍する機会も与えられて評価され褒賞された経験を持つ人ほど、その才能によって得た

　　　富と名誉こそが「人生の基準」となってしまうからに他なりません。

　　　

　　　これは、一代発起して起業に成功し富を得た、成金経営者などにもよく見られる現象です。

　　　また、宝くじに当って一攫千金(億金？)を一夜にして得ることができた一般人にも同じ事が

　　　言えるらしいですね。

　　　

　　　その才能や強運によって、「技術や時の運で成功した」という人は、ほとんど例外なくその後

　　　の人生において、破綻したり多大な借金をつくってしまうといった歴史を繰り返しています。

　　　職人芸や強運によって得た一時的な富によって、一般の人よりはるかに向上した生活を送る

　　　事こそがステータスであり目標であるのは人として自然に持つ本能であり欲望なのですが、

　　　「その収入源も生涯不偏ものである」という条件がつかない限り、生活維持費をその最高の

　　　時期にどうしても合わせてしまう基準が成功した人間にはなかなかやめられないものです。






















　　　さて…立場と時代と視点を変えて、冷静な目線で現在の日本と昔の日本を比べて現状を

　　　分析し、この問題をよく考えてみる事にします。

　　　さきほど話に触れた、年収1000～1500万のプチセレブサラリーマン世帯のお父さん家族が、

　　　どうしてそれほどの収入を持ちながら、家庭に貯蓄がほとんどなかったり、奥さんが借金した

　　　りなどの苦渋生活を送るっているのかが、これで何となく理解できてきたと思います。

　　　

　　　貯蓄がなくなっている、家族が借金をしている、という事で最も問題なのは、現在収入の

　　　そのほとんどを生活維持費＝消費にあてているから、という現実に他なりません。

　　　つまり月給100万円なら生活維持費もほぼ100万円だという事です。

　　　そして、この「成功者」としての位置で最も厄介な問題なのが、「自分はこれで成功した」と

　　　いう過去の実績とプライドを実際に作り、それを認められ、組織の功労者・指導者としてその

　　　立場に立たされているという事なんです。　そうです、そこまでの年収がありながら、さらに

　　　「その過去の職の技術や才能のみによって、今より上の生活を将来も目指している」という

　　　自分が信じて成功してきたものを、今後もずっとこだわって同じレベル、同じ目線で維持させ

　　　ようとすること。

　　　

　　　これこそが、いったん加速したスピードとその道をもう変更できなくする原因だというわけです。

　　　しかし、奥さんが借金までしてしまう原因って一体何なんでしょうか？

　　　

　　　そうです、高給サラリーマンが最も恐れるイベント。不景気のボーナスカットというやつです。

　　　会社では頑張って売上げを立てて業績を上げれば、ボーナスに反映されるというのは世の

　　　まともな企業であれば昔から決まっているごく当然の常識なのですが、

　　　しかしそのエリートサラリーマンは、会社の業績ダウンによってボーナスがカットされた事を

　　　こう考えてしまうわけです。

　　　「おれの部所は売り上げを上げている、部下の指導もちゃんとしている、ボーナスが下がる






















　　　のは、他の部所やヤル気のない無能社員が足を引っ張っているからだ」と。

　　　そうやって、他人のせい、市場のせい、組織の上層部のせいにして、自分が築いてきた

　　　栄光を取り戻し、もう一度業績を伸ばすために彼は部下を激励し、叱咤し、ありとあらゆる

　　　手段を用いて仲間や関係者を自分の過去に近づけようと、それはもう躍起になります。



　　　そこまで必死になって組織の業績を伸ばそうとするのは、何故なのでしょうか。

　　　もちろん決まってます。ボーナスをカットされて困ってしまうのは、その

　　　高額な維持費を維持しなければならない、組織的な責任者である自分自身に他ならない

　　　からなのです。



　　　だから、もっともとっと自分の組織の業績を上げなければ、「自分の生活水準がどんどん

　　　悪くなってしまい、せっかく苦労して築いてきた自分の生活が崩壊してしまう」からなのです。

　　　企業組織とは、そうやって業績を上げた社員に褒賞を与え、生活水準を向上させ、その考え

　　　方を多く部下に浸透させて、「自分もああなりたい」と希望を与えて全社員に頑張ってもらう

　　　ように組織作りをしている事がほとんどなのです。

　　　

　　　わかりますか？

　　　結局、核心部分になるその上司の本音は、これです。　

　　　「俺の維持のために皆頑張ってくれ、皆が頑張れば皆も生活はよくなり、俺も良くなる」

　　　いわば、管理職は経営者の右腕の立場であり、次に目指すは役員、経営者の仲間なのです。

　　　では次は、その経営者の立場で組織を考察しますと、経営者もまた同じなのです。

　　　現在の収益規模に対して大きくなりすぎた(多くの社員を抱えすぎた)自社の組織を、どうにか

　　　して元の屋台骨に戻すべく、必死に経営戦略を立てて会議して社員を奮い立たせます。

　　　そうしなければ、自分の「役員」という立場が危うくなり、ひいては自分の生活も危うくなって

　　　しまうからなんです。






















　　　みんな、誰しも思い考えていたこと。

　　　「自分と自分の家族、自分の組織、自分の立場」を努力して上げれば、そこから転落しない

　　　ように今度はそれを維持し、さらに向上させるための努力をしなければならない。

　　　

　　　高度経済成長期にあった昭和中期から、バブル崩壊までの時代はそれが社会として最も

　　　適切で、最も求められて、最も目指すべき社員の姿でした。

　　　頑張ればそれだけで報われることが叶う機会が、万人に与えられていましたし事実その通り

　　　だったのです。

　　　

　　　我々バブル末期の黄金就職期時代のサラリーマン達は、誰しもが同じ事を考え、会社の

　　　ために一生懸命働くことで生涯を保証されていましたし、日本のルールでしたから、誰もが

　　　それに従い安心して勤めながら家庭を築いてきたというわけです。

　　　そして、中途半端にそこそこ高額給与所得を得て、得た所得で消費をするという考え方

　　　こそが当時の中流意識として世間には蔓延していました。

　　　そうです、皆で「消費・浪費」をすることで日本経済活動を円滑にしていたのもまた事実です。



　　　買うから作る、作るから買うという大量消費循環の中で我々世代は生活を送ってきました。

　　　だから、何十年も繰り返してきたこれまでの生活レベルを急激に落とすという考え方が、もう

　　　なかなか変えられないというわけなんです。　

　　　昔教わったとおり、昔から歩んできたとおりの人生が、なぜ最近になって急に苦しくなって

　　　きているのか？

　　　それを　「社会が悪い」　「政治が悪い」　「今の若いやつはダメだ」　など、自分の学んできた

　　　生活観・価値観と教育されて送ってきたこれまでの人生にあてはまらない、今の市場自体に

　　　その原因があるからではないか、と強く世間自体を否定してしまっている考え方なわけです。






















　　　現代の経済は、栄枯盛衰を繰り返し、考え方も流行も次第に移り変わっていくようになって

　　　います。それも近年は特に、ものすごい速度で、しかもものすごい勢いで。

　　　

　　　現在、かつての日本を苦労して築き上げてきたその中堅・管理職であるサラリーマン。

　　　一生懸命にその人生を仕事一筋に打ち込み、家族を持ち、家を建て、世界に誇る日本経済

　　　の土台を一途に皆で築き上げてきた企業戦士たち。

　　　その頃は、頑張って働いて報われて、頑張っただけの心の余裕も精神的な満足感も確かに

　　　あったのです。　働きさえすれば何とかなるという時代だったからです。

　　　だから、何の疑いもなく人生のほとんどを仕事に捧げ、技術系会社員は手に職をつけたり

　　　資格を取ったりして自己啓発や自己投資にその時間もお金も費やしていきます。

　　　そして家庭を築けば、子供のためにも、より高度な教育のための養育費を惜しみません。

　　　すべては「安定した、いい企業に勤め家族を幸せにするというステータスのために」です。　　　



　　　子供の頃は学校で、「よく勉強していい大学に行っていい会社へ就職しなさい、そうすれば

　　　一生を安泰に幸せに暮らせるから」　と、既成通りの教訓を誰もが教えられます。

　　　高度経済成長期は、その生真面目で勤勉な性格の日本人の知識と教養と技術が会社に

　　　求められていたため、それが一番手堅くて間違いの少ない「生き方」だと誰もが思っている

　　　からです。

　　　しかし、近年の日本企業の実態はといえば、果たしてどうでしょうか？

　　　

　　　歯止めの掛からない円高、急激に経営が悪化していく海外輸出企業、電子と精密工業、

　　　世界に誇る優れた技術を持つ電機機器生産企業。

　　　このいずれもの企業が、かつての日本を大きな経済先進国に成長させた資源となってきた

　　　わけですが、






















　　　2012年2月に、日本経済成長産業の礎となったひとつの企業「日の丸半導体」を代表する

　　　エルピーダメモリが会社更生法を適用され、とうとう経営破綻しました。

　　　膨大な借金を抱えたまま、その生産技術を海外にも輸出し、ついに過去最高に近づく円高

　　　為替相場の煽りを受け、そして海外からも商品が買われなくなり、韓国ライバルメーカーに

　　　そのシェアをも完璧に奪われてしまって、その優れた技術を持ちながらも破綻という最悪の

　　　宿命に巻きこまれてしまったのです。

　　　

　　　また、この年は日本の電機技術産業に次々と経営悪化の波が訪れ深刻化しています。

　　　つい最近、世界に誇る液晶テレビブランドを確立したシャープも、ＮＥＣもルネサスエレクトロ

　　　ニクスも、キャノンもソニーも日本の代表産業であった電機技術産業界のそのほとんどが

　　　深刻な経営悪化の道をたどる羽目になってきているという現実があります。

　　　

　　　私は電機産業界で仕事をした経験はないのですが、少しミクロな視点で考えてみます。

　　　日本経済の礎となった代表産業で、この世界に身を置いて今まで徹夜同然で仕事を頑張っ

　　　て、技術と精神を習得してきて、企業と共に育ち栄光時代に報酬を得てきた技術系サラリー

　　　マン達。

　　　彼等の立場と目線でその生活を考えた場合に、いったいいま何を振り返る事ができるので

　　　しょうか。

　　　相次ぐ早期退職希望者の募集、加速するリストラ、設備縮小に伴う拠点(工場)閉鎖、そして

　　　生き残りを掛けて海外へ生産拠点を急転させたり移動させる経営緊急対策。

　　　経営陣は、自分の企業が「このままでは破綻する」という危機感を募らせるからこそ、大切

　　　にして育ててきたはずの社員すらも削減せざるを得ない状況に追い込むわけなのです。

　　　これは、経営者だったら誰でもやらなければならない当たり前の決断と行動です。

　　　いわば、台所事情が急激に危機化した「火事場」になったわけなのです。






















　　　それまで一生懸命に頑張って働いて技術を習得することだけに、すべてを注いできた社員

　　　達は、そんな会社の急変した台所事情のために、ボーナスをカットされたりリストラで移動

　　　させられた早期退職を促されたりと、

　　　何のために今まで真面目にやってきたのか、と阿鼻叫喚を上げ、世間や社会、政治を嘆き

　　　悔しくてもその現実を受け入れるしか方法はないのです。

　　　もちろん、派遣社員や期間契約社員となっている非正規雇用社員は真っ先に問答無用で

　　　お役御免となります。　こうなると経営側としては、簡単にクビを切れない正規社員をどう

　　　やって大量に辞めさせるかを本気で考えるしかなくなりますよね。

　　　(長期円高はアメリカ富豪層やユダヤ人の策略だという説もありますが、それは割愛して)

　　　

　　　何をどう嘆こうが、これは現実としての現実です。

　　　しかしここで、ちょっとひとつ考えてみたい事があります。

　　　

　　　経営者はリストラを敢行して、社内のスリム化をはかり、会社が破綻しないようにベストを

　　　つくすようになりますが、ということはそれをする事で自分が生き残ることができるという

　　　事ですから、それって経営者的には　「自分のため」　って事ですよね？

　　　ですが仕事一筋に生きてきて、会社の技術だけしか稼ぐ手段を知らなくて、安定した給料

　　　のみが自分の生活手段であり、子供をいい学校に出さなきゃならなくて、家賃が高い

　　　マンション(あるいは持ち家)に住んでいて、

　　　ﾌﾗｯﾄ35とかの近い将来にｱﾎみたいな高金利に化けてしまう金利据え置き型住宅ローンを

　　　たんまり残額で持っていて、いいクルマを持っていてそれもローン残高が多くて、その支払

　　　のほとんどがボーナスで消えていくような仕組みを作っている真面目で勤勉で優秀な

　　　サラリーマンは、生き残るために今後その生活を一体どうすればいいのでしょうか？？



　　　その前にまず、こういう立場になったサラリーマンはどういう行動を取るでしょうか。






















　　　他人事なら冷静に客観的に考えられますが、

　　　いざ自分がその立場に立たされていて、現実に来月の支払いが給料振込み口からｶﾞﾝｶﾞﾝ

　　　毎月引き落とされる姿を見慣れている、いつもの我が家の普段の光景であれば、リアルに

　　　冷や汗しか出てこないのではないでしょうか？

　　　時間と共に、残高が、ゆっくりと、しかも確実に、容赦なく減少していきます。

　　　こうなると、今までほとんど気にしていなかった「支払い額」自体が増えているような錯覚

　　　を覚えるような精神状態になってしまうわけです。

　　　

　　　旦那さんであれば、ほとんどの多数派はこう思います。

　　　「うっわ、ボーナス減っちゃってる、ってか手当てなんか少なくなってね？やばいもっと残業

　　　する方法がないかな…」　

　　　奥さんであれば、ほとんどの多数派はこう思います。

　　　「ちょっとこれってマジ？来月隣の奥さんとﾌﾟﾁ旅行する約束したのに…クルマも家も養育費

　　　もすべて大事な予算だから、そうだ旦那の小遣いをもっともっと減らさなきゃやばいわ」



　　　こうやって、幸福で何の変哲もなかった家庭は、徐々にいがみ合うようになり小さな摩擦が

　　　頻繁に起こることになっていくのです。

　　　そこへ、会社からある日突然の通達がなされます。



　　　「早期退職希望者募集、早期退職者には2割増しの退職賞与を支給」「今後残業の禁止」

　　　そして最後は肩叩き…。

　　　さあいよいよ決断の時です。

　　　嘆願して意地でも社員として保留する代わりに、まったく経験のない部署へ異動されたり、

　　　あるいは子会社へ出向などの名目で補充されたり好きなように扱われても従うか、

　　　または潔く早期退職を果たして転職の道を選ぶかということになります。






















　　　入社以来真面目に仕事を覚えて、会社に従って、会社のために尽くして来て家庭を築けた

　　　これまでの人生を振り返ると、会社が経営不振になったというだけで、従業員という立場

　　　の者は、どちらに転んでも奈落の底に突き落とされるような仕打ちを選択するしかない事

　　　になってしまいます。

　　　…でも、もう喚いても足掻いてもどうしようもありません。

　　　ここで、テコでも会社にしがみつくというのなら、次に待っているのはボーナスももう頂け

　　　ない年収大幅ダウン＋サービス残業の嵐という正念場か、

　　　または心機一転、新たな雇い主を探し求める新たな人生の旅か、ということになります。



　　　しかし、

　　　人間十年以上も同じ生活と、徐々にステップアップしてきた人生生活環境を突然に一転

　　　させる事などそう簡単で生易しいことではありません。

　　　「真面目に一筋にやってきたのに」と愚痴をこぼすしか方法がないというわけですよね。

　　　さあ…

　　　ここが実は、サラリーマンという職業よりも、「人間力」が相当試される分岐点となります。

　　　減収されようが左遷されようが最低最悪な部所へ異動になろうが、またどんなに過酷な

　　　サービス残業を与えられてもものともしない不屈の精神力でもって、組織の人として生き

　　　抜くという、これまでの会社の恩義に従って人生を一途に貫くのか、

　　　あるいはこれを転機と考え、世の中、経済の流れを冷静に判断してドライに割り切って

　　　自分が正しいと思う新たな人生を踏み出すのか。



　　　この答えに正解はありません。　どうしても大好きな、自分の一生を捧げるべき仕事だと

　　　思い、どんな苦難にも立ち向かう決意と理念があるならば会社と共に苦楽を共にすべき

　　　ですし、また大好きな仕事に縁をいただいた会社に残留することが誇りでもありﾌﾟﾗｲﾄﾞを

　　　持てる、それはそれで立派な生き方と人生戦略だ、と私ははっきり断言します。






















　　　しかし、もしそうではないなら…。

　　　本心から会社を愛し、家族と同等以上の存在であり、自分の人生に欠かせない大切な組織

　　　ではない、というのなら。

　　　それでも残留すべきかどうか、しかし残留する人はきっとこういう理由だと思います。

　　　「そんな目に遭ってまで転職しても、実際世の中は不景気だしきっと失敗するだろう」

　　　「転職したいが、次はどんな人間関係の職場かもわからない、怖いから現状維持でいい」

　　　「家族に何て言われるか。これまで得てきた価値観が崩されるのはいやだ、このままでいい」

　　　「せっかく築いた人生が壊されてたまるか、きっとそのうち業績も上向くはずだから我慢だ」

　　　「転職は履歴書にキズがつく。せっかく生え抜きでここまで来たのだからｲﾔでも居なければ」



　　　これらの考え方もまた、今や「昭和後期の名残り」でしかないのです。　

　　　ですがこれは、今後自分自身にムチを打つ危険な生き方です。ほぼ精神支障をきたします。

　　　現在の就業人口で3割以上の「うつ」など潜在疾患者がいるのは、これを選ぶからです。

　　　確かに、大手企業や昭和時代からの伝統のある経営を続けている企業なら、今でも高学歴

　　　で転職回数の少ない人で、できるだけ若く、できるだけ多才で、できるだけ前職に長く勤務

　　　している人から採っていくのが世の常です。

　　　特に、今まで長く勤務していて初めて転職をするしかない事になった方は、職歴が長ければ

　　　長いほど、また家族を持っていればいるほど「転職」ということに強いジレンマと抵抗感を覚え

　　　てしまうのは間違いないと思います。



　　　実際よその企業へ移るという決断は、特別なスキルを持っていない限りほとんどの場合が　

　　　失敗に終わってしまうケースが多いのも事実です。

　　　決断した転職が「こんなはずでは」となり、しばらく我慢してみたがまた転職を繰り返し、遂に

　　　全然続かない人に自分がなってしまう…

　　　これがまた、現実によくある話なのです。




















　

　　　企業もその事を知っているので、転職回数が多い人はなるべく採用を控えた方がいい、と

　　　いう暗黙のルールが敷かれているのです。

　　　悲惨なのは、そんな事も知る機会がなく、ただ自分の実績と仕事の経験だけで転職して

　　　しまい、「しまった、こんなはずでは」となってしまうことです。

　　　

　　　ですが、いまのご時勢ですから、今後はほぼどの企業に転職しても「しまった」になる確率

　　　だけが高くなるはずですし、

　　　本当に「良い企業」は、本当に優れた人材を、ほんのわずかな人数しか中途採用する枠

　　　はない、というのも実際現実です。

　　　まして、「年齢」の問題で年収以上の転職を可能にするには、相当に困難な条件がつき

　　　まとうのは明白です。



　　　だからこそ、どうにか現職にしがみ付きたい。という事になるわけですからね。

　　　

　　　でも、どうしようもないのです。希望年収で、希望の年齢での採用枠は現実にないのです

　　　から。

　　　ないものをいくらねだってみても、現実どうしようもありません。

　　　

　　　2011年度は、自殺者が中高年を含めてついに４万人を突破したそうですが、こうやって

　　　現実に求人に応募しても不採用続きになったり、転職が叶っても入社したとたんに募集時

　　　の就労条件がまったく違った、実は詐欺同然の会社だったりと、

　　　転職したはいいけれど「筋金入りのブラック企業的中でした」というケースもまた全然珍しく

　　　はありません。






















　　　こういった今の労働環境こそが、ついこの前まで普通の暮らしをしていた平凡なｻﾗﾘｰﾏﾝ

　　　が、ある日を境にワーキングプアの仲間入りをしていく事になったり、また労働時間を果て

　　　しない長時間勤務に晒すような超過酷なサービス残業に追いやったりしていくからです。

　　　儲かる事を主体に考えた企業目線で言えば、「あなたの代わりはいくらでもいる」のです。



　　　これで、精神状態が鬱になったり、家族との揉め事も絶えなくなったり、生きていくだけで

　　　「これは死んだほうがラクではないか」と考えてしまうような労働環境がますます量産され

　　　ていくことになります。

　　　いまのこの日本の現状を、「勝ち組・負け組」と呼ぶならば、教育されたとおりに真面目に

　　　勤勉に企業の正社員となって生きていくことが、高い確率で負け組へ近づく第一歩の道だ

　　　とは言えませんか？



　　　たんにそれは「確率の問題」でもあるかも知れませんが、

　　　あなたが志を高くして、自分の意思で、自分の熱い理念と希望に従って入社した会社が

　　　いったん傾けば、こういう立場に立つ可能性は「いつ何時でも」起こりえるのです。

　　　もちろん会社員でも今後も、一生をそこで安泰に暮らせて、大したトラブルもなく、多少

　　　賞与が低くなっても生活に影響のない範囲でクリアして円満退職する人も当然います。

　　　ただ「人生設計を狂わせるような、退職するしか方法がない重大な事案」が起こるか、

　　　起こらないかなんて、それを予測する事なんか個人レベルでは絶対に無理な話です。



　　　私は予想しますが、このままのペースで平成不況が日本に続けば、大企業のリストラの

　　　煽りを受けた中小零細企業も連鎖倒産したり、さらなるリストラを敢行していき日本中の

　　　労働者はさらに過酷な環境におかれて、労働者や自営業者の自殺件数はもうすぐに

　　　５万人規模を簡単に突破するだろうと考えています。






















　　　かつての日本がそうだったからと言って、

　　　今の日本でもそうだという考え方を改められない「昭和中後期」の教育人種が一番その

　　　被害を受ける事になる確率は相当に高いと思います。

　　　私が冒頭部分でお話した、



　　　「独身で維持費がなく、そして時間をあり余って持っている若者が羨ましい」　というのは、

　

　　　私のように起きてる時間のほとんどを労働に費やし、無理難題な仕事でも自分で解決して、

　　　業務のために必要なことは日曜だろうが祭日だろうが関係なしに現場へ出て問題の処理

　　　にあたらなければならない、というのが「正社員としての勤め人のあるべき姿の標準」に

　　　なっている事を身をもって体験し理解しているからこそ、なのです。

　　　そこまでやるから、維持費並みの収入は「なんとか」今でも補えています。



　　　逆にそこまでしなければ、昭和時代に教えられ、この平成時代になって築いてしまった

　　　負債の支出維持費がまかなえないから、嫌でも頑張るしかないのです。

　　　私が、負債を返済し続けるためには、その負債を超える収入を常に確保し続けなければ

　　　ならず、そのためには初めから給与の高い仕事を選ぶしかないのです。　

　　　すべては「維持」のためだけに選んだ仕事だから、です。



　　　だから本心は、「好きな仕事」でも「人生を賭けたい仕事」でもないのです。

　　　単なる生活手段のためだけに、以前景気のまだ良かった時代からこの仕事に就いて、

　　　それを引きずっているだけだ、というわけなのです。



　　　「自分でそんな会社を選ぶからだ」

　　　批判はごもっともです。きっとあなたは若い方でしょう。






















　　　「生活維持のために手段を選べない」

　　　これが、アラフォー世代の現実であり本音なのです。

　　　もうすでに、昭和時代に足を踏み入れ、どっぷりとその桶の中に浸かってしまったままの

　　　人生を急激に転換するには、負債を全て処分して、本当に生きるために必要なものだけに

　　　維持費をそぎ落とし、かつての栄光とかプライドとかの「お金にならないブランド」も剥いで

　　　捨ててしまうことが、個人としてできる一番のリストラ策という事になるのです。



　　　冒頭の話で、40～50代管理職が若者へ向けて　

　　　「頑張りが足りない」　「努力すれば報われる」　「死に物狂いで働けば何とかなる」

　　　「若いやつはどうして冷めてるのか」「男ならクルマを持っていい女を口説いて家を建てろ」

　　　と熱く人生経験における教育指導をしている姿を描きましたが、

　　　いま私自身が冷静に、世間の実情やこれからの日本経済を予想する限りは明らかに

　　　勘違い中間管理職に指導されている若者のほうが、よほど冷静でこれからの日本を的確

　　　に予測しているとしか思えないのです。



　　　なぜ若者に覇気とかガッツがなくておとなしいのか、アラフォー世代は不思議に思うかも

　　　知れませんが、それは若い方は景気のいい時代など知らないし体験したことすらない

　　　からに過ぎません。　今の日本で、あきらかにﾊﾞﾌﾞﾙ経験論など風化遺産でしかないです。

　　　高級車も、高い金利でローンを組んだ持ち家も、若者から見たらすべて「無駄なモノ」と

　　　いう認識しか持たないのは当然の話ではないでしょうか。

　　　そして彼らは、彼ら自身が今後我々の年代になった頃に、「給料が劇的に増えている」

　　　などという夢のような可能性に、希望も期待も持ってはいないのです。






















　　　若者は、若者なりに現状を分析しながら、我々アラフォーバブル世代が毎月のローンの

　　　支払いやボーナスカットでヒイヒイ言ってる姿も、冷静に見て「俺はああはなりたくないな」

　　　と心の底では嘲笑されているのです。



　　　こんな現実を見て、どんな働く若者に、未来に希望を持てなどと戯言を吐けるでしょうか。

　　　こんな世の中にしたのはあなたたち昭和世代でしょ？と返されたらグウの音も出ません。

　　　だから、この際ハッキリと言います。



　　　「これからの日本でなお、会社に勤めて働く人生を収入のすべてにしたいと思う人は、

　　　かなりの高確率で途中の分岐点に、ワーキングプアに辿り着く道を踏む場所が仕掛け

　　　られている」という事を心得ておくべきです。



　　　その人生・余生が長ければ長いほど、転職すればするほど分岐点は多くなります。

　　　入社する縁があったその会社、「心から好きな職場や仕事で、心から信頼できる」仕事

　　　であるなら、まったく問題はありません。　それが個人の「縁・宿命」というものです。

　　　いまの日本からは、「働くという手段のみで底辺から這い上がる可能性は、非常に低い」

　　　ことを知っておきながら、考え、毎日を働くべきです。

　　　

　　　それが本当に好きな仕事でない限りは、ただの生活手段でしかない限りは、

　　　一生懸命に働いて生きることこそが、それ自体がリスクだという日本になっていることを

　　　もういい加減に知るべきです。



　　　どうですか？労働者って、ものすごく不利な世界に生きてますよね？(笑)

　　　つい最近、私自身が悟ったこととしては、「現代日本で働くのは人生を賭けるギャンブル

　　　にも等しい」というような風潮だということです。






















　　　だって、

　　　　・それが「自分にとっての」ストレスのない、いい職場であるかどうか

　　　　・首尾よく「いい職場だった」として将来自分が定年するまで倒産やリストラが絶対ないか

　　　　・仕事自体は好きだけどパワハラ上司や取引先に家畜扱いされる可能性はないか

　　　　・今後順調に仕事を進めていけるとして、職場での事件や事故に巻き込まれる事はないか

　　　　・正社員になったとたんに毎月の延べ労働時間が楽勝で300時間を超える日は来ないのか



　　　これらのリスクを、「入社前に読み切る」事が、果たしてどんな人間にならできますか？

　　　この点に関しては、「運」に頼るか予め社内情報を知っているｲﾝｻｲﾀﾞｰ入社以外にないです。

　　　なので、面接内定してもそこからの人生は(知らない限り)まさにギャンブルだと思うのです。

　　　しかし、どんな職場でも倒産以外の原因なら、社員としてやっていける対策はあります。

　　　それは、これらの「リスクをリスクと思わない別人のような精神力・知識を身につける」事か、

　　　「人間関係問題で悩まないように、自分が先輩より先に出世する」事しかないでしょう。

　　　つまり今後も働いて生きていくのなら、自分である意思を捨てる覚悟が要るという事です。

　　　給料もいくら下がろうが、労働時間も反比例して増えようが文句を言わない事です。

　　　役員・上司に気に入られ、家族よりも会社に忠誠し、忠実な組織人として自分自身を磨く。

　　　会社が自分のすべてだと、どんなに過酷な条件を与えられても信じること。



　　　自分自身が、会社の身代わりとなり、盾となってでも会社を守る。

　　　そのくらいの自身と覚悟があれば、どんなに貧乏になっても、どんなに何も買えなくても、

　　　いつかいい日が来ると信じ続けて生きていく希望が生まれると思います。
















　　　残念ながら、私自身は今後廃れていく一方の、自分のいる業界の将来にもう希望が持て

　　　なくなってしまいましたし、年々きつくなっていく一方だという見通ししか感じなくなりました。

　　　日々身を粉にして、休みもほぼ捨てて毎日15時間くらい働いているのは「なんのため」という

　　　素朴な疑問にも答えを見出してしまいました。



　　　また、「貧乏な人」というのはどんな人の事を言うのか、このまま定年まで余生を働く事だけ

　　　のために過ごす人生に、定年してからも年金など、もうとてももらえない日本になっている

　　　はずのその時に、一生を振り返り「幸せだった」と本心から言える可能性は…限りなくゼロ

　　　に近いでしょう。



　　　これからは、本気でグローバル化の時代です。

　　　ネットもこれだけ普及したからには、今からの日本は「個人事業」が大きく幅を利かしていく

　　　時代に、急激に変わっていくはずだ、と私自身は思います。

　　　大袈裟に思えるかもですが、近い将来に昭和式の資本主義社会会社は崩壊に近づき、

　　　平成時代に現れた新興企業の中で「本当の顧客第1、社会貢献第2、金儲け第3主義」

　　　を真剣に実践する企業が新しい日本代表企業となっていく時代も来るかも知れません。

　　　また続編もボチボチと書いていくつもりです。

　　　今後サラリーマンを目指すなら、日本ではなくアジア圏の投資対象国で就業したほうが

　　　はるかに幸せで有意義な人生を送れる可能性が高い、とも思いますよ。

　　　

　　　最後までお読みいただき誠にありがとうございました。

　　　このご縁が、あなた自身の人生を